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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結

累計期間
第52期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 5,306,152 5,294,767 10,944,891

経常利益 (千円) 841,001 717,860 1,794,804

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 555,375 471,613 1,259,908

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 550,274 460,507 1,263,041

純資産額 (千円) 9,740,291 10,631,059 10,452,084

総資産額 (千円) 12,940,992 13,667,569 14,228,812

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 187.38 159.14 425.11

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.3 77.8 73.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 862,222 289,945 1,740,938

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △415,418 △944,775 △709,926

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △308,603 △336,763 △363,704

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 3,110,540 2,648,248 3,638,102
 

 

回次
第52期

第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 81.11 66.64
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

　　４　平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の内容に重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、米国では企業部門、個人消費ともに依然堅調に推移してお

り、欧州では雇用情勢の緩やかな改善基調が続き個人消費は底堅く推移しました。また、新興国では中国におい

て、景気は減速傾向ながら安定した成長が続きました。日本国内では堅調な企業業績により設備投資が増加し、

個人消費も良好な雇用環境を背景に緩やかな回復傾向で推移しました。一方、米中貿易摩擦により世界経済への

影響が懸念されるようになりました。

このような経済環境のなか、電子写真用キャリアが使用されるオフィス用複写機・プリンターや商業用印刷機

の市場は、カラー機を中心に底堅く推移いたしました。

食品の品質保持に使用される脱酸素剤市場は、消費者の安全・安心志向に変わりはなく堅調に推移いたしまし

た。鉄粉につきましては、主要用途であるカイロ向けは前年同期を上回る需要となりました。

これらの市場環境下、当第２四半期の売上高は前年同期比0.2％減少し5,294百万円となりました。

損益面では、主にキャリア事業の減益により、営業利益は706百万円（前年同期比16.6％減）、経常利益は717

百万円（前年同期比14.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は471百万円（前年同期比15.1％減）となり

ました。）となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

①キャリア事業　

　　当セグメントにおきましては、お客様における在庫調整などにより、売上高は4,166百万円（前年同期比1.4％

減）となりました。セグメント利益は、減販損に加え原材料・エネルギー価格の上昇と新規事業を含む研究開発

費の増加により887百万円（前年同期比11.4％減）となりました。

 

②鉄粉事業

　　当セグメントにおきましては、脱酸素剤関連製品、鉄粉関連製品とも増販となり、売上高は1,127百万円（前

年同期比4.3％増）となりました。セグメント利益は、原料価格・人件費等の増加をコストダウンではカバーで

きず64百万円（前年同期比7.6％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ、受取手形及び売掛金は増加しましたが、預け金の減少

により、413百万円減少いたしました。固定資産は、有形固定資産の減価償却発生金額が設備投資金額を上回ったこ

となどにより、147百万円減少いたしました。以上により、総資産は561百万円減少し13,667百万円となりました。

負債は、主に未払金が減少しましたので、740百万円減少し3,036百万円となりました。借入金は前連結会計年度

末より50百万円減の150百万円となっております。

純資産は、178百万円増加し10,631百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ4.3％増加し

77.8％となりました。　

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が681百万円とな

り、減価償却費が421百万円、売上債権の増加で388百万円のキャッシュ減少、棚卸資産の増加で197百万円のキャッ

シュ減少、法人税等の支払で212百万円のキャッシュ減少等により、289百万円のキャッシュの増加（前年同期比572

百万円キャッシュ減）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主にキャリア製品製造設備等の設備投資に914百万円を支出したことによ

り、944百万円のキャッシュの減少（前年同期比529百万円キャッシュ減）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローでは、長期借入金の返済による支出50百万円、配当金の支払281百万円等を行

い、336百万円のキャッシュの減少（前年同期比28百万円キャッシュ減）となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同期比462百万円減少し2,648

百万円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は266,254千円であります。なお、研究開発活動の状況について重

要な変更はありません。

 

(6) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、現在の事業環境および入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案するよう努め

ております。事業環境の変化に対応すべく経営戦略を明確にし、掲げた課題と施策を確実に実行してまいります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,200,000

計 7,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,970,000 2,970,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 2,970,000 2,970,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年９月30日 ― 2,970,000 ― 1,557,000 ― 1,566,000
 

 

(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社南悠商社 東京都港区虎ノ門４丁目１－35 1,094,720 36.94

三井金属鉱業株式会社 東京都品川区大崎１丁目11番１号 1,026,300 34.63

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町２丁目５番５号 132,000 4.45

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 102,200 3.45

パウダーテック従業員持株会 千葉県柏市十余二217番地 77,336 2.61

株式会社千葉興業銀行 千葉県千葉市美浜区幸町２丁目１－２ 33,000 1.11

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目４－１０ 30,200 1.02

THE BANK OF NEW YORK MELLON
SA/NV 10
(常任代理人　株式会社三菱UFJ銀
行)

RUE MONTOYERSTRAAT 46, 1000 BRUSSELS,
BELGIUM
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

15,962 0.54

中丸　俊介 千葉県船橋市 12,000 0.40

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目１１番３号 10,900 0.37

計 ― 2,534,618 85.53
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 6,400

 

― 単元株式数100株

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,576 同上
2,957,600

単元未満株式 普通株式 6,000
 

― ─

発行済株式総数 2,970,000 ― ―

総株主の議決権 ― 29,576 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 98株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
千葉県柏市十余二217番地 6,400 ─ 6,400 0.21

パウダーテック株式会社

計 ― 6,400 ─ 6,400 0.21
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 331,872 342,334

  受取手形及び売掛金 ※1,※3  1,432,546 ※1,※3  1,820,547

  商品及び製品 1,025,021 1,195,595

  仕掛品 898,061 842,315

  原材料及び貯蔵品 412,708 493,355

  預け金 3,306,230 2,305,914

  その他 31,599 24,218

  貸倒引当金 △943 △819

  流動資産合計 7,437,096 7,023,461

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  4,759,420 ※2  4,764,084

    減価償却累計額 △2,786,130 △2,844,403

    建物及び構築物（純額） 1,973,289 1,919,680

   機械装置及び運搬具 ※2  9,584,279 ※2  10,095,366

    減価償却累計額 △7,439,151 △7,749,983

    機械装置及び運搬具（純額） 2,145,128 2,345,383

   土地 1,860,198 1,860,198

   リース資産 141,190 110,821

    減価償却累計額 △127,026 △98,311

    リース資産（純額） 14,163 12,510

   建設仮勘定 370,575 46,226

   その他 550,004 571,160

    減価償却累計額 △483,955 △487,736

    その他（純額） 66,049 83,423

   有形固定資産合計 6,429,405 6,267,423

  無形固定資産   

   その他 22,202 40,775

   無形固定資産合計 22,202 40,775

  投資その他の資産   

   投資有価証券 16,662 16,533

   繰延税金資産 281,514 278,128

   その他 47,131 46,446

   貸倒引当金 △5,199 △5,199

   投資その他の資産合計 340,108 335,909

  固定資産合計 6,791,716 6,644,107

 資産合計 14,228,812 13,667,569
 

 

EDINET提出書類

パウダーテック株式会社(E01294)

四半期報告書

 9/19



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※3  1,007,182 ※3  1,114,654

  1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

  リース債務 2,578 1,461

  未払金 1,280,663 520,522

  未払法人税等 237,396 230,040

  未払事業所税 20,663 10,046

  未払消費税等 57,059 66,763

  賞与引当金 215,541 247,838

  その他 ※3  247,650 ※3  185,826

  流動負債合計 3,168,735 2,477,153

 固定負債   

  長期借入金 100,000 50,000

  リース債務 11,357 10,822

  長期未払金 12,061 10,257

  環境対策引当金 4,537 4,537

  退職給付に係る負債 480,036 482,739

  その他 - 1,000

  固定負債合計 607,992 559,356

 負債合計 3,776,728 3,036,509

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,557,000 1,557,000

  資本剰余金 1,566,000 1,566,000

  利益剰余金 7,333,596 7,523,677

  自己株式 △10,982 △10,982

  株主資本合計 10,445,614 10,635,695

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 639 549

  為替換算調整勘定 5,831 △5,185

  その他の包括利益累計額合計 6,470 △4,635

 純資産合計 10,452,084 10,631,059

負債純資産合計 14,228,812 13,667,569
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 5,306,152 5,294,767

売上原価 3,718,298 3,787,597

売上総利益 1,587,854 1,507,169

販売費及び一般管理費 ※1  740,041 ※1  800,215

営業利益 847,812 706,953

営業外収益   

 受取利息 5,787 6,920

 為替差益 - 13,172

 その他 4,102 4,757

 営業外収益合計 9,890 24,850

営業外費用   

 支払利息 606 401

 為替差損 545 -

 債権売却損 14,306 12,240

 その他 1,243 1,301

 営業外費用合計 16,701 13,944

経常利益 841,001 717,860

特別損失   

 固定資産処分損 28,670 33,636

 固定資産売却損 - 3,170

 特別損失合計 28,670 36,806

税金等調整前四半期純利益 812,330 681,054

法人税等 256,955 209,440

四半期純利益 555,375 471,613

親会社株主に帰属する四半期純利益 555,375 471,613
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 555,375 471,613

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △126 △89

 為替換算調整勘定 △4,974 △11,017

その他の包括利益合計 △5,101 △11,106

四半期包括利益 550,274 460,507

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 550,274 460,507
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 812,330 681,054

 減価償却費 410,627 421,564

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 19 △123

 賞与引当金の増減額（△は減少） 37,351 32,297

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36,000 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9,408 2,703

 受取利息及び受取配当金 △5,884 △7,003

 支払利息 606 401

 為替差損益（△は益） △137 △2,091

 固定資産売却損益（△は益） - 3,170

 固定資産処分損益（△は益） 28,670 33,636

 売上債権の増減額（△は増加） 7,547 △388,738

 たな卸資産の増減額（△は増加） △102,481 △197,708

 仕入債務の増減額（△は減少） 148,664 99,790

 未払金の増減額（△は減少） △114,665 △179,379

 未払消費税等の増減額（△は減少） △21,854 9,704

 その他 8,272 △13,257

 小計 1,182,473 496,020

 利息及び配当金の受取額 5,884 7,003

 利息の支払額 △606 △401

 法人税等の支払額 △325,529 △212,675

 営業活動によるキャッシュ・フロー 862,222 289,945

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △413,631 △914,973

 有形固定資産の除却による支出 △8,554 △8,135

 有形固定資産の売却による収入 6,767 100

 無形固定資産の取得による支出 - △21,766

 投資活動によるキャッシュ・フロー △415,418 △944,775

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,836 △5,230

 長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

 自己株式の取得による支出 △833 -

 配当金の支払額 △251,933 △281,532

 財務活動によるキャッシュ・フロー △308,603 △336,763

現金及び現金同等物に係る換算差額 △650 1,739

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 137,550 △989,854

現金及び現金同等物の期首残高 2,972,990 3,638,102

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,110,540 ※１  2,648,248
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日 至　平成30年９月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(追加情報)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日 至　平成30年９月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しておりま

す。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　債権流動化に伴う買戻義務

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

債権流動化に伴う買戻義務 21,132千円 14,861千円
 

 

※２ 圧縮記帳額

国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、次のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

建物及び構築物 6,947千円 6,947千円

機械装置及び運搬具 432,552 432,552

計 439,499千円 439,499千円
 

 

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

受取手形 177千円 618千円

支払手形 17,190 11,518

設備関係支払手形 124 1,821
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

販売費  千円  千円

　賞与引当金繰入額 16,305 17,047 

　退職給付費用 3,029 3,378 

一般管理費     

　役員報酬及び給料・手当 146,094 166,676 

　賞与引当金繰入額 64,517 66,864 

　退職給付費用 5,323 10,084 

　研究開発費 112,508 166,623 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金 322,308千円 342,334千円

預け金 2,788,232 2,305,914

現金及び現金同等物 3,110,540千円 2,648,248千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 251,933 17.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 281,532 95.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日
 

（注）平成29年６月29日開催の第51回定時株主総会により、平成29年10月１日付で当社普通株式５株を１株に併合し

ております。

　

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額

 
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 4,224,644 1,081,507 5,306,152 ― 5,306,152

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,224,644 1,081,507 5,306,152 ― 5,306,152

セグメント利益 1,002,227 69,381 1,071,608 △223,796 847,812
 

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△223,796千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△223,428千円及

び棚卸資産の調整額△368千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額

 
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 4,166,946 1,127,820 5,294,767 ― 5,294,767

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,166,946 1,127,820 5,294,767 ― 5,294,767

セグメント利益 887,854 64,081 951,935 △244,981 706,953
 

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△244,981千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△244,667千円及

び棚卸資産の調整額△313千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 187円38銭 159円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 555,375 471,613

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(千円)

555,375 471,613

普通株式の期中平均株式数(株) 2,963,860 2,963,502
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月13日

パウダーテック株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　 島　　 祥　　朗 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　原　　　　　 諭 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパウダーテック

株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日か

ら平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パウダーテック株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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